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　吉野川市では、まち・ひと・しごと創生法に基づき、本市の人口の現状と将来の姿を示し、今後、めざ
すべき将来の方向を示した「吉野川市人口ビジョン」および、これを実現するため、今後５カ年の目標や
施策の基本的な方向、具体的な施策を取りまとめた「吉野川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定
しました。
　地方創生に向けて、人口減少や少子化の問題を克服し、地域が元気で活力ある未来を築くためには、行
政機関だけでなく、市民の皆さんを始め、産業界、教育機関、金融機関、労働団体など、地域一体となって、
認識を共有しながら協働して取り組んでいくことが不可欠です。本市の地方創生に向け、皆さんのご協力
をお願いします。

めざすべき将来の方向（基本指針）
　人口減少を克服し、活力ある吉野川市を今後も維持するため、本市が目標とすべき将来の方向として、
次の３つの基本方針を定めることとする。
　　基本方針①　若い世代の就労・結婚・子育ての希望実現
　　基本方針②　転出抑制と転入増加への挑戦
　　基本方針③　地域の特性を活かした課題解決と地域社会の形成

　人口ビジョンで掲げためざすべき将来の方向（基本指針）のもと、施策を戦略的に進めていくため、政策４
分野ごとの目標を掲げ、施策の基本的方向を定める。

基本目標１ 吉野川市にしごとをつくり、安心して働けるようにする
KPI（成果指標） 総合戦略による雇用創出数 50人以上（５年間累計）

（ア）魅力ある新しいしごとの創出
・創業支援や企業立地の推進による新しいしごとづくりの創出に取り組みます。

（イ）農林業の育成強化
・新規就農者の確保・育成や６次産業化の推進、農林業基盤整備など、農林業の育成強化に取り組
　みます。

（ウ）商工業等の振興強化
・魅力的な特産品等を活かした販売拡大等により、雇用機会の創出に取り組みます。
・商工業の振興に向けて、関係団体との連携強化や人材の育成と確保に取り組みます。

※目標である合計特殊出生率2.45は､ 市民アンケート調査によって得られた、市民の理想とする子どもの人数の近似値

吉野川市人口ビジョン
吉野川市まち・ひと・しごと創生総合戦略を

策定しました

吉野川市人口ビジョン（人口の将来展望「2060年に３万人の人口維持」）

吉野川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（計画期間：平成27年度～平成31年度）

このままの推移が続けば…
○ 人口は、2060年に2万1,357人に減少
    （2010年から約51％減）
○ 急激な少子高齢化により、2060年の高
    齢化率は約46％（2010年は約30％）
○ 人口減少と高齢化により、地域経済や消
    費市場の縮小、税収の減少、社会保障費
    用の増大など、経済・財政両面で市民生
    活に重大な影響

合計特殊出生率の向上
2025年以降  1.80
2040年以降  2.20
2050年以降  2.45

転出抑制と転入増加
2020年以降

社会増減の均衡

将来目標
吉野川市の目標人口
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「吉野川市人口ビジョン」の目標人口

国立社会保障・人口問題研究所の推計人口（２０１０年の国勢調査を基に推計）
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基本目標２ ひとの定住・環流・移住の新しい流れをつくる
KPI（成果指標） 社会増減（転入転出者の増減） △195人 → 均衡

（ア）定住・環流・移住の促進
・若者の転出抑制とIJUターンによる新しい流れをつくるために、新婚世帯の家賃補助や住宅取得
　補助、市の充実した子育て支援などの情報提供に取り組みます。
・地元への愛着や誇り意識の向上に取り組みます。

（イ）交流人口増加の推進
・本市ならではの多彩な資源を積極的に活用した各種イベント強化や観光資源の環境整備、情報発
　信など、交流人口の増加に取り組みます。

（ウ）効率的な情報戦略の推進
・市の充実した子育て支援情報等を戦略的に発信し、市の認知度・イメージ向上による「住みたい
　まち」として選ばれるブランド力の向上に取り組みます。

基本目標３ 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる
KPI（成果指標） 年間出生数 255人 → 270人以上

（ア）結婚・妊娠・出産・子育て支援の充実
・若い世代が結婚の希望を実現できるよう民間団体が実施する婚活イベントへの支援や、結婚等へ
　の不安解消に向けたセミナーの実施に取り組みます。
・子育てにかかる経済的負担の軽減、各種相談や母子保健事業等の切れ目ないサポートなど、安心
　して子どもを産み育てる環境づくりに取り組みます。

（イ）働きながら子育てできる環境づくりの推進
・働きながら子育てできる環境づくりや、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組みます。

（ウ）特色ある学校教育の推進
・ICTを活用したわかりやすい授業づくりや基礎学力の向上、英語力の強化などに取り組みます。

基本目標４ 時代に合った魅力ある新しいまちをつくる

KPI（成果指標） 中心市街地における交流拠点の形成
市に住み続けると答える人の割合(アンケート調査より)

１拠点形成
56.4% → 60%以上

（ア）新しいまちづくりの推進
・活力ある中心市街地の形成及び中山間地域における多世代交流拠点の形成に取り組みます。

（イ）人口減少等を踏まえた既存ストックのマネジメント強化
・市有施設の有効な利活用の推進に取り組みます。
・空き家及び空き店舗の実態を調査し、情報のデータベース化に取り組みます。

（ウ）安心・安全で暮らしやすいまちづくりの推進
・市民が安全に暮らせるよう、災害に強い安全なまちづくりに取り組みます。
・市民一人一人が健康で快適に暮らせるよう、健康づくりや福祉サービスの充実及び環境にやさし
　い魅力あるまちづくりに取り組みます。

（エ）“まち”をつくる“ひと”の育成
・まちを盛り上げる地域リーダーの育成や活動組織の設立に取り組みます。
・意欲ある女性の活躍を後押しするキャリアアップ講座など、輝く女性の活躍の推進に取り組みま
　す。

（オ）“麻植”による地域創生の展開
・麻植郡の名の由来である麻農業の復活及び６次産業化への挑戦に取り組みます。

※人口ビジョンおよび総合戦略、アンケート調査結果（概要版）は、市ホームページに掲載しています。

●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221
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●問い合わせ　市市民課　☎22-2210

　申請された方・すでにお持ちの方はご注意くださいマイナンバー
カード

●マイナンバーカード（個人番号カード）の受け渡しは、厳格な手続きとなっています
ので、必要書類が不足している場合は交付できません。必要書類を確認して市民課
（本館１階）まで、ご本人がお越しください。
●受け渡しの手続きに一人あたり20分〜30分を要しますので、混雑している場合、お

待ちいただくことがあります。
●必要書類や交付時の注意点などについては、広報よしのがわ１月号または、交付通知

書（交付準備が整ったことをお知らせする通知）をご覧ください。

交付窓口が大変混み合っています！

マイナンバーカードは、申請時の住所地の市町村でしか受け取れません。吉野川市で受
け取らずに転出してしまった場合、そのカードは破棄されますので、転入先の住所地で
新たにマイナンバーカードの申請が必要になります。ただし、転出前にマイナンバー
カードを受け取った場合は、転入先の市町村でカードの継続利用手続きを行えば、引き
続き使用できます。

受け取りは住所地の市町村だけです！

引っ越しや氏名の変更を予定されている方は、マイナンバーカードに内蔵しているIC
チップの情報を更新する必要がありますので、手続きの際に市民課へマイナンバーカー
ドをお持ちください。この手続きには、登録されているマイナンバーカードの暗証番号
（４桁の数字）が必要になりますので、番号の確認をしておいてください。

引っ越しを予定している方・氏名の変更がある方！

マイナンバーカードの申請を取り消したい方は、市民課までご連絡ください。
※ただし、交付申請書および貼付した写真は返却されませんので、ご了承ください。

マイナンバーカードは、申請した方に交付されるものです。
交付を希望される方は、マイナンバーの「通知カード」に同封
のパンフレットをよく読んでから申請してください。
なお、申請は、希望される方のみです。強制ではありません!!

申請取り消しを希望される方！
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犬の登録・平成28年度
狂犬病予防注射日程表

美　郷　地　区

4
月
８
日
㈮

午
前

9:30 ～ 9:40 丸尾ウリコ氏宅付近

9:55 ～ 10:05 藤川スミエ氏宅付近

10:15 ～ 10:30 東山小学校

10:40 ～ 10:50 平山土建（株） 付近

11:00 ～ 11:15 旧美郷庁舎

11:25 ～ 11:35 旧田徳夫氏宅付近

午
後

1:10 ～ 1:20 東部宗田集会所入口

1:35 ～ 1:50 中枝老人憩の家

2:00 ～ 2:10 城戸・下浦・高開集落センター

2:25 ～ 2:40 後藤孝洋氏宅付近

2:55 ～ 3:10 古井地蔵堂

山　川　地　区

4
月
11
日
㈪

午
前

9:30 ～ 9:40 ほたる川第 2 団地Ａ棟付近

9:50 ～ 10:05 石川オート付近

10:20 ～ 10:35 元木会館

10:45 ～ 11:00 山瀬駅前

11:10 ～ 11:25 麻植郡農協山川支所

午
後

1:00 ～ 1:15 北村農業構造改善センター駐車場

1:25 ～ 1:40 瀬詰八幡神社

1:50 ～ 2:00 八坂会館

2:10 ～ 2:25 青木大師堂

2:35 ～ 2:45 宮地集会所

2:55 ～ 3:05 麦原大師堂

3:15 ～ 3:25 川田小学校

4
月
12
日
㈫

午
前

9:30 ～ 9:50 奥川田消防団詰所

10:05 ～ 10:15 榎谷集会所

10:25 ～ 10:35 旗見集会所

10:50 ～ 11:05 麻植郡農協旧川田支所

11:15 ～ 11:25 徳島鶏卵（株）

午
後

1:00 ～ 1:10 川田駅

1:20 ～ 1:30 舟戸西中央集会所

1:40 ～ 1:50 大坪千恵子氏宅付近

2:00 ～ 2:15 西福寺

2:25 ～ 2:40 野郷神社

2:50 ～ 3:00 湯立会館

3:10 ～ 3:20 日吉神社

3:30 ～ 3:50 山川地域総合センター

川　島　地　区

4
月
13
日
㈬

午
前

9:30 ～ 9:50 山田公民分館

10:00 ～ 10:10 山田西分館

10:20 ～ 10:35 神後公民分館

10:45 ～ 11:00 城山公民分館

11:15 ～ 11:30 川島駅

午
後

1:00 ～ 1:10 朝日ヶ丘分館

1:20 ～ 1:50 上桜保養センター跡　駐車場

2:00 ～ 2:15 川島公民館駐車場

2:25 ～ 2:40 川島小学校東側駐車場

2:50 ～ 3:10 山本商店付近（久保田）

3:20 ～ 3:35 こだま会館駐車場

4
月
14
日
㈭

午
前

10:00 ～ 10:15 近久公会堂

10:25 ～ 10:40 東児島公民分館（とんがり帽子）

10:50 ～ 11:05 猪井理髪店西側

11:15 ～ 11:35 三ツ島西公会堂

午
後

1:00 ～ 1:15 学西公民分館

1:25 ～ 1:40 ぶどうセンター駐車場

1:50 ～ 2:00 楠本力氏宅北（吉本）

2:10 ～ 2:25 学島小学校駐車場

2:35 ～ 2:50 船積金物店

3:00 ～ 3:15 活魚うちだ裏駐車場

6:00 ～ 8:00 市運転管理センター

市　内　全　域

4
月
17
日
㈰

午
前 9:00 ～ 12:00 吉野川市役所（本館玄関前）

午
後 1:00 ～ 4:00 吉野川市役所（本館玄関前）

鴨　島　地　区

4
月
19
日
㈫

午
前

9:00 ～ 9:15 知恵島地区公民館

9:30 ～ 9:40 笠井純一氏宅付近

9:55 ～ 10:10 神島教育集会所

10:20 ～ 10:35 若宮神社

10:50 ～ 11:00 大東・江川公会堂

11:15 ～ 11:25 大島鮮魚店付近

午
後

1:00 ～ 1:10 呉郷公園

1:25 ～ 1:45 三谷寺

2:00 ～ 2:15 麻植郡農協旧森山支所

2:30 ～ 2:40 牛島郵便局

2:55 ～ 3:10 上浦老人憩の家

3:25 ～ 3:35 高白集会所

3:50 ～ 4:00 先須賀公会堂

4
月
20
日
㈬

午
前

9:00 ～ 9:20 持福寺

9:35 ～ 9:55 松家建材付近

10:10 ～ 10:25 牛島駅

10:40 ～ 10:50 牛島八幡神社

11:05 ～ 11:20 大西隅子氏宅付近

11:30 ～ 11:45 松島呉服店付近

午
後

1:10 ～ 1:25 敷地公会堂

1:40 ～ 1:55 西麻植会館

2:10 ～ 2:20 多津美公会堂

2:45 ～ 3:15 江川・鴨島公園

3:30 ～ 3:45 知恵島小学校

4:00 ～ 4:10 鎮守神社

4
月
21
日
㈭

午
前

9:00 ～ 9:15 春日免神社

9:30 ～ 9:40 内原老人憩の家

9:55 ～ 10:10 友成壮輔氏宅付近

10:25 ～ 10:35 牛島公民館

10:50 ～ 11:05 麻植塚駅北側

11:20 ～ 11:30 蛇の目自動車付近

午
後

1:00 ～ 1:15 飯尾敷地コミュニティセンター

1:30 ～ 1:45 西麻植地区公民館

2:00 ～ 2:15 西麻植駅西消防団詰所

2:30 ～ 2:45 文化研修センター

5:30 ～ 8:00 吉野川市役所（本館玄関前）

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230
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●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

税 務 署 か ら の お 知 ら せ

【申告に当たっての留意点】
○　消費税及び地方消費税の税率は、平成26年４月１日から８％（※）に引き上げられました。
　※　平成26年４月１日以後に行われる取引であっても、経過措置により旧税率（５％）が適用される場合があります。
○　課税事業者となる方は、平成27年分（課税期間）の課税売上高が１千万円以下であっても、平成27年分の消費税及び地

方消費税の申告・納付が必要です。
○　平成25年分の課税売上高が５千万円以下で、平成26年12月末までに「消費税簡易課税制度選択届出書」を提出してい

る課税事業者の方は、「消費税及び地方消費税の確定申告書（簡易課税用）」を提出してください。
○　簡易課税制度を選択していない課税事業者又は簡易課税制度を選択していても平成25年分の課税売上高が５千万円を超

える課税事業者の方は、「消費税及び地方消費税の確定申告書（一般用）」を提出してください。
○　消費税及び地方消費税の確定申告書には、課税期間中の課税売上げの額及び課税仕入れ等の税額の明細等を記載した書

類（付表）を添付する必要があります。
○　還付税額のある申告書を提出される方は、「消費税の還付申告に関する明細書（個人事業者用）」を添付する必要があり

ます。

　確定申告による消費税及び地方消費税の納期限及び振替日は、次のとおりです。
　○　納期限・・・平成28年３月31日（木）
　○　振替日・・・平成28年４月25日（月）
　現金で納付される場合は、納期限までに現金に納付書を添えて、お近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）または川島税
務署の納税窓口で納付してください。
　また、e-Taxを利用すれば自宅や事務所などからインターネットなどを利用して電子納税することができます。
　その他、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出していただくだけで、ご指定の預貯金口座から
振替日に自動的に納税が行われます。納税のために金融機関または税務署に出向く必要もなく、預貯金残高を確認しておく
だけで納付手続きを済ませることができる、大変便利で確実な納付方法ですので、ぜひご利用ください。

　消費税の課税事業者に該当する個人事業者の方は、平成28年３月31日（木）までに、平成27年分の「消費税及び地方消費
税の確定申告書」を作成して川島税務署に提出するとともに、その消費税額及び地方消費税額を納付してください。
【平成27年分において課税事業者となる個人事業者の方】

納付期限と振替納税の利用について

個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定申告について

◦税に関する情報は国税庁ホームページ(www.nta.go.jp)へ
◦e-Taxに関する情報はe-Taxホームページ(www.e-tax.nta.go.jp)へ
◦e-Taxの操作に関するお問い合わせはe-Tax・作成コーナーヘルプデスク(TEL 0570-01-5901)へ
◦e-Tax・作成コーナーヘルプデスクは月曜日から金曜日（祝日および12月29日〜１月３日を除く）の午前９時から

午後５時までご利用いただけます（ご利用可能時間については、今後変更する場合もありますので、事前にe-Taxホー
ムページでご確認ください）。

①　平成25年分の課税売上高が１千万円を超える事業者
②　平成25年分の課税売上高が１千万円以下の事業者で、平成26年12月末までに「消費税課税事業者選択届出書」を提出してい
　る事業者
③　①、②に該当しない場合で、平成26年１月１日から平成26年６月30日までの期間（特定期間）の課税売上高が１千万円を超
　える事業者
　　なお、特定期間における１千万円の判定は、課税売上高に代えて、給与等支払額の合計額によることもできます。

（注）事業の用に供していた建物や機械などの譲渡収入も、課税売上高に含まれます。

※電話をおかけいただきますと、自動音声でご案内しますので、案内に従って、ご用件の番号を選択してください。
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平成27年度「税についての作品」（作文・絵はがき）
　平成27年度「税についての作品」（作文・絵はがき）について、優秀者が表彰されました。
　税についての作品（作文・絵はがき）は、租税教育の一環として、税のしくみや役割についての理解
を深めていただくことを目的としています。
　表彰された方は、次のとおりです。

平成27年度　「税についての作品」（作文・絵はがき）　各賞受賞者

●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

学　　校　　名 学年 氏　　　　　名 各　　　　　賞
川 島 小 学 校 ６ 村 松 優 月 むらまつ　ゆづき （公社）阿波麻植法人会（会長賞）
川 島 小 学 校 ６ 大　杉　　　葵 おおすぎ　あおい

（公社）阿波麻植法人会（特選）川 田 小 学 校 ６ 澤 田 果 林 さわだ　かりん

川 田 小 学 校 ６ 山 口 凜 咲 やまぐち　りさ

（公社）阿波麻植法人会（入選）山 瀬 小 学 校 ６ 藏 本 麗 菜 くらもと　れいな

山 瀬 小 学 校 ６ 藤 原 佑 美 ふじわら　ゆみ

山 瀬 小 学 校 ６ 藤 川 愛 生 ふじかわ　あおい
（公社）阿波麻植法人会（佳作）山 瀬 小 学 校 ６ 敷 地 優 太 しきじ　ゆうた

市 立 川 島 中 学 校 ３ 元　木　紀世美 もとき　きよみ 全国納税貯蓄組合連合会優秀賞
鴨 島 東 中 学 校 ３ 鈴 木 彩 子 すずき　あやこ 徳島県納税貯蓄組合連合会長賞（入選）
山 川 中 学 校 ３ 岸 上 雅 弥 きしがみ　まさや 川島税務署長賞
県 立 川 島 中 学 校 ３ 中 尾 優 花 なかお　ゆうか

川島税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞（特選）鴨 島 第 一 中 学 校 ２ 吉 井 千 夏 よしい　ちなつ

市 立 川 島 中 学 校 ３ 中 西 優 佳 なかにし　ゆうか

川島税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞山 川 中 学 校 １ 住 吉 凜 香 すみよし　りんか

鴨 島 東 中 学 校 ３ 森　永　愛彩乃 もりなが　あやの

鴨 島 第 一 中 学 校 １ 三　浦　友里江 みうら　ゆりえ
吉野川・阿波租税教育推進協議会長賞県 立 川 島 中 学 校 ３ 兼 松 杏 実 かねまつ　あみ

川 島 高 等 学 校 １ 垂　水　大志郎 たるみ　だいしろう 高松国税局長賞
吉 野 川 高 等 学 校 １ 渡 邊 有 美 わたなべ　あみ 川島税務署長賞

学　　校　　名 学年 氏　　　　　名 各　　　　　賞
飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 田　村　保乃和 たむら　ほのわ （公社）阿波麻植法人会（女性部会長賞）
川 島 小 学 校 ６ 瀬 戸 優 月 せと　ゆづき

（公社）阿波麻植法人会（特選）川 島 小 学 校 ６ 熊 本 美 優 くまもと　みゆ

飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 鎌　倉　　　光 かまくら　ひかる
（公社）阿波麻植法人会（入選）知 恵 島 小 学 校 ６ 三 宅 明 伸 みやけ　あきのぶ

川 田 西 小 学 校 ６ 藤 本 朱 莉 ふじもと　あかり

（公社）阿波麻植法人会（佳作）飯 尾 敷 地 小 学 校 ６ 相 原 友 愛 あいはら　ゆめ

川 島 小 学 校 ６ 青 木 蘭 華 あおき　らんか

川 島 小 学 校 ６ 田 中 理 菜 たなか　りな

（絵はがき）

（作　文）

【
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
が

始
ま
り
ま
す
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
電

力
小
売
の
全
面
自
由
化
が
始
ま

り
、
家
庭
や
商
店
を
含
む
全
て

の
消
費
者
が
、
電
力
会
社
や
料

金
メ
ニ
ュ
ー
を
自
由
に
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。現
在
、

電
力
会
社
な
ど
の
各
小
売
電
気

事
業
者
が
事
前
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

電
力
を
小
売
り
す
る
小
売
電

気
事
業
者
は
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
へ
の
登
録
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
契
約
を
す
る

時
に
は
、
ま
ず
、
登
録
を
し
て

い
る
事
業
者
か
ど
う
か
を
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
電
気
代
が
安
く
な
る
」

と
い
う
話
を
信
じ
て
安
易
に
契

約
せ
ず
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で

料
金
が
安
く
な
る
の
か
事
業
者

か
ら
よ
く
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
（
相
談
窓
口
）

	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

消
費
者
ひ
ろ
ば

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

（敬称略）
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15
分

第
２
土
曜
日	

９
時
30
分
～
16
時

　

日
本
年
金
機
構
が
全
国
社
会
保

険
労
務
士
会
に
運
営
委
託
し
て
い

る
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳

島
（
オ
フ
ィ
ス
）
が
年
金
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
年
金
事
務
所
と
同
じ
相
談

が
で
き
、
年
金
請
求
書
・
諸
届
書

の
受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
３
月
24
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
４
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
電
話
で
の
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
。
予
約
の
際
に
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番

号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
・
年

金
証
書
・
振
込
通
知
書
な
ど
の
ほ

か
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
８
（
６
５
７
）
３
０
８
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

　

後
納
保
険
料
の
納
付
を
申
し
込

ま
れ
た
方
は
、
納
付
書
の
使
用
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
後
納
保

険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
る
た

め
、
お
手
元
に
あ
る
後
納
保
険
料

納
付
書
の
使
用
期
限
は
平
成
28
年

３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納

付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
期

限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
と
、
保
険

料
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、平
成
28
年
４
月
以
降
は
、

平
成
23
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険

料
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

使
用
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

０
５
０
で
は
じ
ま
る
電
話
か
ら
は

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

▽
受
付
時
間	　

月
曜
日	

８
時
30
分
～
19
時

火
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
学
生
納

付
特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付

を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
平
成
28
年
度
も
在
学
予
定
の

方
に
は
、
４
月
初
旬
に
継
続
確
認

の
た
め
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
。

継
続
し
て
審
査
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
２
、３
月
頃
に
初
め

て
学
生
納
付
特
例
を
申
請
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
１
カ
月
ほ
ど
遅

れ
て
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
。
早
め

に
継
続
手
続
き
を
済
ま
せ
た
い
場

合
は
、
４
月
１
日
以
降
に
学
生
証

の
写
し
を
添
え
て
、
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
平
成
28
年
度
分
の
学

生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
学
校
な
ど
に
変
更
が
あ

る
方
は
ハ
ガ
キ
で
申
請
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
通
常
の
申
請
書
に
学
生

証
の
写
し
を
添
え
て
、
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。 国

民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
を
受
け
て
い
る
方
へ

後
納
保
険
料
納
付
書
の「
使
用

期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

無
料
年
金
相
談
の
ご
案
内

巨大地震に備えブロック塀の点検を
　過去に発生した震災では、ブロック塀の倒壊により、大きな被害や事故が起きています。通学路や避難路などをふさいで
しまうことにより、避難に支障が生じたり、消防活動や救助活動の妨げになったりもします。将来の発生が予測される「南
海トラフ巨大地震」に備え、下記の各項目を参考に、ブロック塀の点検・修繕などの適正な管理をお願いします。

点検項目
点　　検　　内　　容

補強コンクリートブロック塀 組積造（鉄筋のないブロック塀）
高　　さ 2.2ｍ以下 1.2ｍ以下

壁の厚さ 10㎝以上（塀の高さが２ｍ以下の場合）
15㎝以上（塀の高さが２ｍを越える場合）

各部分の壁の厚さがその部分から壁頂までの垂
直距離の１/10以上

鉄　　筋

○壁頂および基礎には横に、壁の端部および隅角部に
　は縦に、直径９㎜以上の鉄筋が配置されている
○壁内に直径９㎜以上の鉄筋が、縦横に80㎝以内の間
　隔で配置されている

控 え 壁 3.4ｍ以内の間隔で鉄筋が入った控壁が、塀面から塀
の高さの１/５以上突出したもの

４ｍ以内の間隔で、壁面からその部分における
壁の厚さの1.5倍以上突出している、または壁
の厚さが必要寸法の1.5倍以上

基　　礎 基礎の丈が35㎝以上、根入れの深さが30㎝以上 基礎の根入れの深さが20㎝以上
外　　観 全体の傾き、ひび割れ、破損、著しい汚れなどが塀にないこと
耐　　力 塀の壁体が、人の力によって簡単にぐらつかないこと

●問い合わせ　徳島県県土整備部住宅課　☎088-621-2604
市建築営繕室　　 　 　　　　　　☎22-2224

8



第
６
回
よ
し
の
が
わ
幸

せ
た
く
さ
ん
子
だ
く
さ

ん
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

西
圓
寺
本
堂
（
鴨
島
町
麻
植
塚
）

と
村
田
旅
館
本
館
お
よ
び
蔵
（
美

郷
字
古
土
地
）
が
、
国
土
の
歴
史

的
景
観
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
に
鴨
島
町
飯
尾
の
樋

口
ヒ
サ
ヨ
さ
ん
、
１
月
11
日
に
川

島
町
学
の
浜
尾
信
一
さ
ん
、
１
月

20
日
に
鴨
島
町
牛
島
の
河
野
ナ
ミ

ノ
さ
ん
、
１
月
21
日
に
山
川
町
西

久
保
の
河
西
セ
イ
ノ
さ
ん
が
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県

と
吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　

樋
口
さ
ん
は
、
自
宅
で
生
活
さ

れ
て
い
て
、
90
歳
後
半
ま
で
散
歩

を
す
る
こ
と
が
日
課
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
規
則
正

し
い
生
活
を
し
て
、
運
動
を
す
る

こ
と
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

浜
尾
さ
ん
は
、
65
歳
ま
で
仕
事

を
続
け
ら
れ
、
老
後
は
海
釣
り
や

盆
栽
の
手
入
れ
を
し
て
過
ご
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
施
設
で
行
わ

れ
た
祝
う
会
で
は
笑
顔
で
祝
い
状

を
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
長

寿
の
秘
訣
は
「
の
ん
び
り
暮
ら
し

　

１
月
９
日
、
山
川
公
民
館
に
お

い
て
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
男
女
27
人
の
参
加
に
よ
り
、「
第

６
回
よ
し
の
が
わ　

幸
せ
た
く
さ

ん
子
だ
く
さ
ん
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
、
男
性
は
山
田
し
の

ぶ
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
靴
下
で
手

縫
い
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
り
、
裁

縫
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し

た
。

　

女
性
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
武
田
真
由
美
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
チ
キ
ン
ス
テ
ー
キ
な
ど
を
作

り
、
昼
食
に
皆
さ
ん
で
試
食
し
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
三
宅

晃
博
さ
ん
に
よ
る「
将
来
設
計（
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
）」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
８
月
か
ら
、

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

て
、
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
酪
農
や
米
作
り

な
ど
を
75
歳
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ

の
後
は
庭
の
手
入
れ
を
し
た
り
、

花
を
植
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
現

在
も
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
族
が
見
守
る
な
か
、
笑
顔
で
祝

い
状
を
受
け
取
ら
れ
、
長
寿
の
秘

訣
は
「
家
庭
円
満
、
そ
れ
が
一
番

で
す
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

河
西
さ
ん
は
、
定
年
ま
で
仕
事

を
続
け
ら
れ
、
そ
の
後
は
裁
縫
や

庭
の
手
入
れ
な
ど
を
し
て
過
ご
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
施

設
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、
先
日
行

わ
れ
た
祝
う
会
で
は
笑
顔
で
祝
い

状
を
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
よ
く
食
べ
て
好

き
嫌
い
を
し
な
い
こ
と
」
と
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
33
人
（
女
性
28
人
男
性
５

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

村田旅館 西圓寺本堂

先生の実演をしっかり見学 夢中で頑張りました

国
の
有
形
文
化
財
登
録

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す樋口ヒサヨさん

河野ナミノさん 浜尾信一さん

河西セイノさん
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１
月
12
日
、
鴨
島
歌
謡
ク
ラ
ブ

の
上
村
弘
会
長
か
ら
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
の
収
益
金
な

ど
を
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

１
月
23
日
、徳
島
市
球
技
場
で
、

第
12
回
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
大
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
開
催
さ
れ
、
山
瀬
セ
ブ
ン

ス
タ
ー
ズ
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

山
瀬
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
ズ
は
、
山

瀬
小
学
校
の
６
年
生
７
人
で
構
成

さ
れ
る
、
粘
り
強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
と
素
早
い
攻
撃
が
持
ち
味
の

チ
ー
ム
で
す
。
過
去
最
多
の
47

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
徳
島
県
大
会

を
制
し
、
上
位
３
チ
ー
ム
に
与
え

ら
れ
る
四
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
。
四
国
各
県
の
代
表
12
チ
ー

ム
が
集
ま
っ
た
四
国
大
会
の
決
勝

戦
で
は
、
北
条
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

ズ
（
愛
媛
県
）
を
７
対
４
で
退
け
、

見
事
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と

し
て
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
、
吉
野
川
総
合
ス

ポ
ー
ツ
運
動
場
で
第
11
回
吉
野
川

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
参
加
を
含
め
24
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
５
区
間
５
㎞
を
走

り
抜
き
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

優　

勝　

Ｙ
Ｓ
Ｃ
オ
ー
レ
Ａ

準
優
勝　

川
友
ジ
ー
ク
11
Ａ

第
３
位　

麻
植
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

	

ク
ラ
ブ

区
間
賞

１
区　

楠
木
太
陽

	

（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
オ
ー
レ
Ａ
）

２
区　

岡
田
響
希

	

（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
オ
ー
レ
Ａ
）

３
区　

伊
川
怜

	

（
麻
植
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

４
区　

岩
佐
友
樹

	

（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
オ
ー
レ
Ａ
）

５
区　

杉
本
斗
季
哉

	

（
麻
植
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　

優　

勝　

森
山
Ｊ
Ｖ
Ｃ

準
優
勝　

鴨
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

	

ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
部
Ｇ
１

第
３
位　

鴨
島
キ
ャ
ッ
ツ
Ａ

区
間
賞

１
区　

三
見
乙
葉

	

（
鴨
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

	

ジ
ュ
ニ
ア
部
Ｇ
１
）

２
区　

三
宅
菜
月

	

（
鴨
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

	

ジ
ュ
ニ
ア
部
Ｇ
１
）

３
区　

服
部
南
美

	

（
森
山
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）

４
区　

立
石
陽
菜

	

（
鴨
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

	

ジ
ュ
ニ
ア
部
Ｇ
１
）

５
区　

田
中
瑠
那

	

（
森
山
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）

　
　
　
　
　

第
１
位　

天
羽
進
亮

	

（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
オ
ー
レ
）

第
２
位　

真
鍋
成
憧

	

（
鴨
島
タ
イ
ガ
ー
ス
）

第
３
位　

大
坪
孝
太
朗

	

（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
オ
ー
レ
）

　

１
月
17
日
、
鴨
島
公
民
館
に

お
い
て
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
綾
戸

智
恵
さ
ん
に
よ
る｢

介
護
の
経
験

か
ら
思
う
こ
と｣

を
テ
ー
マ
に
在

宅
医
療
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約

５
２
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

綾
戸
さ
ん
は
、
母
を
介
護
し
た

経
験
を
経
て
、
今
は
「
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
す
る
」、「
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
、
借
り
ら
れ
る
手
は

す
べ
て
借
り
る
」
な
ど
、
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
す

る
こ
と
、
地
域
の
方
々
に
も
協
力

し
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、「
自

分
の
気
持
ち
に
余
裕
が
な
い
と
介

護
は
で
き
な
い
し
、
頑
張
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
」

と
い
う
こ
と
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

綾
戸
さ
ん
は
、「
わ
た
し
自
身

が
思
う
母
で
は
な
く
、『
あ
の
ま

ま
が
わ
た
し
の
母
』」
と
い
う
母

へ
の
思
い
を
に
じ
ま
せ
、
介
護
と

向
き
合
っ
て
い
る
人
た
ち
に
「
長

い
時
間
の
中
で
解
答
が
出
る
の
を

待
つ
こ
と
が
大
事
。
た
ま
に
は
わ

た
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
笑
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

鴨
島
歌
謡
ク
ラ
ブ
か
ら

の
寄
附

山
瀬
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
ズ

が
四
国
大
会
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝

吉
野
川
市
在
宅
医
療

講
演
会

上村会長（右）へ川真田市長から
感謝状を贈呈　　　　　　　　

声援を受けて元気に走り出す子どもたち

講演いただいた綾戸智恵さん

混
合
の
部

女
子
の
部

１
㎞
走
の
部

全国大会出場を決めた
山瀬セブンスターズ
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１
月
28
日
、
吉
野
川
高
校
３
年

生
を
対
象
に
、
現
代
社
会
の
授
業

の
一
環
と
し
て
、
吉
野
川
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
よ
る
「
主
権
者
意

識
を
高
め
る
教
育
の
充
実
の
た
め

の
出
前
講
座
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
公
職
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

「
選
挙
に
関
す
る
基
礎
知
識
」
と

題
し
た
講
座
を
行
い
、
基
本
的
な

選
挙
制
度
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選

挙
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
夏
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
向
け
て
、
実
際
の
投
票

の
方
法
や
候
補
者
選
び
な
ど
の
実

践
的
な
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
と

と
も
に
、
投
票
所
入
場
券
や
投
票

用
紙
に
触
れ
る
こ
と
で
、
実
際
の

投
票
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

18
歳
選
挙
権
!!

吉
野
川
高
校
で
出
前
講
座

真剣に受講していました

●問い合わせ　市子ども相談室　☎22-2267

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 3 月15日㈫ 13:30～16:00 市交流センター人権擁護委員会室
 3 月15日㈫ 13:30～16:00 美郷支所会議室
 3 月22日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
 4 月14日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 4 月26日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 4 月 4 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
 4 月 5 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
 4 月14日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室
 4 月21日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 3 月18日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 4 月15日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

※
累
計
は
平
成
27
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

12
月 2件

累
計 15件

救急出動

12
月 167件

累
計1,867件

と
　
き　

３
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

　
　
　
　

１
階
相
談
室

内
　
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

税
の
納
付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

「虐待かも？」と思ったら迷わず「１８９」へ連絡を!!
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空
き
び
ん
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

【
お
願
い
】

　

ま
た
、
共
通
専
用
ご
み
袋
に
つ
い
て

も
、
□
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
一
種

類
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

指
定
以
外
の
色
が
混
じ
っ
て
い
る
場

合
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、
黄

色
の
お
知
ら
せ
シ
ー
ル
に
て
お
伝
え
し

ま
す
。
指
示
に
従
い
出
し
直
し
て
く
だ

さ
い
。

　

資
源
ご
み
（
び
ん
）
は
、
飲
食
用
の

び
ん
に
限
り
ま
す
。
化
粧
用
品
や
薬
品

の
入
っ
て
い
た
ビ
ン
は
も
や
せ
な
い
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

に
び
ん
の
分
別
の
お
願
い
を
入
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
９-

３
３
０
３　

吉
野
川
市
川

島
町
桒
村
２
２
８
６
番
地
４

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

２
１
１
１

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
所
有
す

る
土
地
・
家
屋
が
適
正
に
評
価
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
平
成
28

年
度
価
格
（
評
価
額
）
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
の
際
に
は
、
印
鑑
と
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日

㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

税
務
課
（
本
館
２
階
）

料
金　

無
料

縦
覧
で
き
る
人

○
納
税
義
務
者

○
納
税
義
務
者
の
同
居
の
親
族

○
委
任
を
受
け
た
人

　
（
納
税
義
務
者
の
委
任
状
が
必
要
）

○
納
税
管
理
人

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

　

新
し
い
保
険
証
を
、
３
月
下
旬
に
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
、
国
保
年
金
課
（
本
館
１
階
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

　

平
成
28
年
度
吉
野
川
市
ご
み
指
定
袋

へ
の
広
告
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

広
告
掲
載
す
る
ご
み
袋　

も
や
せ
る
ご

み
専
用
大
（
ご
み
袋
と
外
袋
に
掲
載
）

制
作
枚
数　

ご
み
袋
１
５
０
万
枚
、
外

袋
15
万
枚

最
低
広
告
掲
載
料　

30
万
円
（
税
込
）

※
最
低
広
告
掲
載
料
以
上
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
広
告
料
に
は
制
作
費
（
デ
ザ
イ
ン
料

お
よ
び
版
制
作
費
用
）は
含
み
ま
せ
ん
。

広
告
掲
載
期
間　

平
成
28
年
８
月
～
平

成
29
年
７
月
（
在
庫
の
状
況
に
よ
り
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

募
集
期
間　

３
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮

応
募
方
法　

広
告
掲
載
申
込
書
に
ご
記

入
の
上
、
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
源
ご
み
（
び
ん
）
を
出
す
と
き
の

袋
は
、

□
無
色
透
明
び
ん

□
茶
色
び
ん

□
そ
の
他
の
色
付
き
び
ん

の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
□
欄
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
た
一
種
類
の
び
ん
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

吉
野
川
市
ご
み
指
定
袋
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
証
の更新

に
つ
い
て

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

吉野川市ごみ指定袋と外袋
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吉
野
川
市
で
は
、
平
成
27
年
７
月
か

ら
平
成
28
年
２
月
に
か
け
て
、
農
地
の

利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
農
地

に
つ
い
て
、
農
地
と
し
て
利
用
し
て
い

る
の
か
、
あ
る
い
は
除
草
な
ど
の
管
理

が
で
き
て
い
て
耕
作
が
可
能
な
状
態

か
、
そ
れ
と
も
耕
作
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
、
荒
れ
地
（
遊
休
農
地
や
荒
廃

農
地
）
と
な
っ
て
い
る
か
を
調
査
確
認

し
た
も
の
で
す
。

　

利
用
状
況
調
査
に
お
い
て
、
遊
休
農

地
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者
の
方

な
ど
に
対
し
て
は
、
農
地
法
に
基
づ
き

「
農
地
利
用
意
向
調
査
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
「
自
分
で
耕
作
す
る
」

「
誰
か
に
貸
し
付
け
た
い
」
な
ど
の
利

用
意
向
を
調
査
し
て
土
地
の
状
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遊
休
・
荒

廃
農
地
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
３
月
上
旬
に
調

査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局

	

☎
22-

２
２
２
７

　
　

　
　

　
　

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て

は
、
農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が
分
家
す

る
た
め
の
住
宅
（
宅
地
）、
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
農
業
用
施
設
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
農
地
以
外
に
利
用
す
る
方
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
用
許
可
の
見
込
み
が
な
い

場
合
は
除
外
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
書
は
、
農
業
振
興
課
（
東
館
１

階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
11
日
㈮
～
４
月
８
日

㈮
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

　

徳
島
県
で
は
、
１
日
に
約
70
か
ら
80

人
分
の
４
０
０
㎖
献
血
が
必
要
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き　

３
月
14
日
㈪

と
こ
ろ

◆
マ
マ
の
店　

鴨
島
店

	

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
キ
ョ
ー
エ
イ　

セ
レ
ブ
店

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

　
　

　
　

　
　

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
、
鴨
島
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〈
鴨
島
地
区
〉

　
　
　
　
　

鳥
羽　

義
文
さ
ん

　
　
　
　
　

鴨
島
中
西
・
大
西

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高
齢
者

福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の
各
種
相
談
に

応
じ
、
助
言
や
情
報
提
供
な
ど
の
援
助

を
す
る
こ
と
が
主
な
職
務
と
な
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

　

４
月
１
日
か
ら
、
吉
野
川
市
障
が
い

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
平
日
夜
間
・

休
日
の
相
談
受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

「
農
地
利
用
意
向
調
査
」

の
実
施
に
つ
い
て

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

受
付

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

受
付
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

平
日
昼
間
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

吉
野
川
市
役
所　

社
会
福
祉
課

☎
22-

２
２
６
３

平
日
夜
間
（
午
後
５
時
15
分
～
翌
日

午
前
８
時
30
分
）

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

障
害
者
支
援
施
設　

野
菊
の
里

☎
24-

６
１
６
８

委
員
氏
名

担
当
地
区
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
市
立
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
夏
休
み
を
５
日
間
短
縮
し
、「
７
月

21
日
か
ら
８
月
26
日
ま
で
」
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
短
縮
し
授
業
日
数
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
学
校
に
お
い
て
は
、

各
教
科
の
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

活
動
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各

学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
工
夫
・

改
善
し
な
が
ら
、
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
の
調
和
の
と
れ
た

「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
に
お
い
て
も
、
保
育

時
間
を
工
夫
し
、
園
児
の
健
や
か
な
成

長
と
心
身
の
調
和
の
取
れ
た
発
達
の
基

礎
を
培
う
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課	

☎
22-

２
２
７
３

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
内
で
工
事
を
す
る
場
合
に

は
、
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
現

状
変
更
申
請
が
必
要
で
す
。

　

吉
野
川
市
美
郷
は
、
国
指
定
天
然
記

念
物
「
美
郷
の
ホ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
発

生
地
」
と
し
て
全
域
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
の
生
育
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
現
状
変
更
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
美
郷
地
区
で
工
事
を
計
画
す

る
際
に
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-
２
２
７
１

　

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
、
土
地
の

掘
削
を
伴
う
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
着
工
の
60
日
前
ま
で
に
文
化

財
保
護
法
第
93
条
に
基
づ
く
協
議
・
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
事
前
照
会
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

　
　

　
　

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
・

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）
な
ど
の
人
や
家
族
、
友
達
な
ど
、

ど
な
た
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
学

校
や
職
場
、
就
職
活
動
で
の
悩
み
、
周

囲
へ
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
（
告
白
）
や

協
力
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

面
接
を
希
望
す
る
場
合
は
予
約
制
と
な

り
ま
す
。
３
月
18
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
19
日
㈯

	
午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

西
麻
植
会
館（
吉
野
川
市
鴨
島
町
西
麻

植
字
中
筋
46
番
地
１
☎
24-

５
７
７
９
）

相
談
員　

市
人
権
講
師
団

	

講
師　

清
水　

展
人
さ
ん

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

　
　
　

　

市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
尊
厳
と
性
の
多
様
性
の
象
徴

で
あ
る
と
と
も
に
、
人
種
や
民
族
の
多

様
性
・
平
等
性
の
意
味
も
あ
る
虹
色
を

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」
実
現
に
向
け
て

の
象
徴
カ
ラ
ー
と
し
て
、「
虹
色
の
ま

ち
」
の
バ
ッ
ジ
と
シ
ー
ル
を
作
製
し
ま

し
た
。

　

こ
の
バ
ッ
ジ
と
シ
ー
ル
は
、
ど
な
た

で
も
着
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
人
権

課
（
本
館
２
階
）
で
お
渡
し
し
て
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

面
接
予
約
・
問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

虹
色
バ
ッ
ジ
と
シ
ー
ル
を
作
成

美
郷
地
区
で
工
事
を
計
画
す
る

際
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

平
成
28
年
度
か
ら
市
立
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
夏
休

み
を
短
縮
し
ま
す

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
の

工
事
な
ど
に
つ
い
て

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
電
話
相
談

作製したバッジとシール
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ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

参
加
資
格　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
年

齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

先
着
申
込
順
（
山
道
コ
ー

ス
５
０
０
人
、平
地
コ
ー
ス
５
０
０
人
）

参
加
料　

両
コ
ー
ス
と
も
１
５
０
０
円

持
参
品　

軽
装
、履
き
慣
れ
た
運
動
靴
、

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
雨
具
、
タ
オ

ル
、
つ
え
な
ど

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
以
外
）

受
付
場
所　

市
商
工
観
光
課
（
東
館
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）、
阿
波
市
商
工
観
光
課
ま
た
は

各
支
所
（
阿
波
・
土
成
・
吉
野
）、
神
山

町
役
場

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
料
の
払
い
込
み
は
、
申
込
場
所

で
の
現
金
払
い
、
ま
た
は
郵
便
振
替
か

現
金
書
留
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
郵
便
振
替
で
振
り
込
ま
れ
る
方
は
、

領
収
書
を
申
込
書
に
貼
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
後
不
参
加
の
場
合
は
、
参

加
料
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
書
本
人
以
外
の
参
加
（
代
理
参

加
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
商
工
観
光
課
内
「
最
後
ま
で

残
っ
た
空
海
の
道
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員

会
事
務
局
」	

☎
22-

２
２
２
６

　

山
川
諏
訪
市
民
農
園
で
は
、
次
の
と

お
り
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
区
画
数

●
山
川
諏
訪
…
10
区
画
（
１
区
画
25
㎡・

約
７
坪
）

吉
野
川
市
山
川
町
諏
訪
１
８
５
番
１

使
用
期
間

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

使
用
料
金
（
年
額
）

１
区
画
…
３
０
０
０
円

※
途
中
契
約
の
場
合
は
、
月
割
り
計
算

に
な
り
ま
す
。

そ
の
他

主
な
農
機
具
（
管
理
機
な
ど
）
の
無
償

貸
与
（
燃
料
は
各
自
負
担
）
お
よ
び
水

道
あ
り

※
区
画
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
随
時
申
し

込
み
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

★
母
の
日
ギ
フ
ト

「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
」

と
き　

４
月
19
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

橋
本　

由
美
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

◦
Ａ
コ
ー
ス　

２
２
０
０
円

	

（
紙
箱
を
使
っ
て
ア
レ
ン
ジ
）

◦
Ｂ
コ
ー
ス　

３
０
０
０
円

	

（
陶
製
の
花
器
を
使
っ
て
ア
レ
ン
ジ
）

対
象
者　

吉
野
川
市
内
在
住
の
方

定
員　

15
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館	

☎
25-

２
１
８
０

生
涯
学
習
講
座
～
ド
キ
ド
キ

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
受
講
生
募
集

第
22
回
「
最
後
ま
で
残
っ
た
空
海
の

道
」
ウ
オ
ー
ク　

と
き　

５
月
15
日
㈰
午
前
８
時

藤
井
寺
集
合
、
午
前
８
時
30
分
出
発

コ
ー
ス　

吉
野
川
市
第
11
番
札
所
藤

井
寺
～
神
山
町
第
12
番
札
所
焼
山

寺
経
由
鍋
岩
ま
で	（
15
・
６
㎞
）

第
17
回
「
四
国
三
郎
を
ま
た
ぐ
空
海

の
道
」
ウ
オ
ー
ク　

と
き　

５
月
15
日
㈰
午
前
８
時
30
分

切
幡
寺
集
合
、
午
前
９
時
出
発

コ
ー
ス　

阿
波
市
第
10
番
札
所
切

幡
寺
～
吉
野
川
市
第
11
番
札
所
藤

井
寺
経
由
ひ
ま
わ
り
農
産
市
ま
で

（
14
・
２
㎞
）

平
地
コ
ー
ス

山
道
コ
ー
ス

市
民
農
園
使
用
者
募
集

募

　集
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吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

　

赤
ち
ゃ
ん
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

た
だ
く
、「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と
は
「
絵
本

を
開
く
こ
と
で
、
誰
も
が
楽
し
く
、
赤

ち
ゃ
ん
と
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と

と
き
を
持
て
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
を

込
め
、
毎
月
１
回
実
施
さ
れ
る
市
の
４

カ
月
健
診
の
際
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
読
み

聞
か
せ
を
行
い
「
絵
本
」
と
「
赤
ち
ゃ

ん
が
絵
本
を
楽
し
む
体
験
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
事
業
で
す
。

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
対
し
て

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

実
施
回
数
・
時
間　

年
間
４
回
、
１
回

約
３
時
間
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
の

間
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に

よ
り
子
育
て
支
援
課
ま
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
（
申
込
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課

（
本
館
１
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。

申
込
期
限　

３
月
28
日
㈪

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

期
間　

４
月
１
日
㈮
～
４
月
24
日
㈰

　
　
　
　

と
き　

４
月
９
日
㈯
・
14
日
㈭
・
17
日

㈰と
こ
ろ　

美
郷
ほ
た
る
館
集
合

	

午
前
10
時
出
発

参
加
料　

５
０
０
円

持
参
物　

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
タ

オ
ル
、
つ
え　

な
ど

※
シ
バ
ザ
ク
ラ
ま
つ
り
会
場
内
で
は
、

美
郷
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
・
販
売
な
ど
を
行

い
ま
す
。

※
会
場
内
は
狭
い
た
め
、
大
変
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館	

☎
43-

２
８
８
８

石
積
み
・
シ
バ
ザ
ク
ラ
花
見
ウ
オ
ー
ク

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業「
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集

第
８
回
高
開
石
積
み

シ
バ
ザ
ク
ラ
ま
つ
り

催

　し

　『まなび』奨学金は、保護者が乳がんのために闘病を余儀なくされたり、
また、亡くなってしまったりしても、子どもたちの勉学に支障の出ること
がないように設立された、高校生を支える奨学金です。

【応募資格】
次のすべての要件を満たしていること
①本人の母親、保護者が乳がんで亡くなっている、または現在乳がんで闘病中
②経済的な理由により修学、またはその継続が困難な生徒
③給付開始時に高等学校（学校教育法に規定する全日制および定時制の高等学校）特別
　支援学校の高等部、専修学校の高等過程に在学中（当年入学者を含む）

【給付内容】 月額１万円（年額12万円）
【募集期間】 ① 募集開始　　　　　４月 １ 日（金）
  ② 募集締め切り　　　５月31日（火）［応募書類必着］
  ③ 一次選考　　　　　６月上旬
  ④ 奨学生決定　　　　６月下旬
  ⑤ 奨学金給付開始　　７月・９月・12月上旬を予定（奨学金は４月にさかのぼり、
  　　　　　　　　　　 ４カ月分ずつ給付されます）
　☆詳細は Ｊ.ＰＯＳＨのホームページ（http://www.j-posh.com）をご覧ください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

J.POSH『まなび』奨学金（無返済）について
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広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

と
き　

３
月
27
日
㈰

	

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

川
島
公
園
お
よ
び
川
島

城
内
（
川
島
町
川
島
）

内
容　

ラ
イ
ブ
、
阿
波
踊
り
、
マ

ジ
ッ
ク
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ

ナ
、寸
劇
、抽
選
会
（
景
品
あ
り
）、

子
ど
も
広
場
（
宝
船
浮
か
し
、
竹

と
ん
ぼ
な
ど
）、
露
店
販
売
（
う

ど
ん
、焼
き
そ
ば
、焼
い
も
、ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な

ど
）、
即
売
会
（
自
然
食
品
、
吉

野
川
市
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商
品
な

ど
）、
健
康
相
談
な
ど

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

	

吉
野
川
に
生
き
る
会

☎
０
８
０
（
３
５
３
３
）
５
１
４
６

	

島
勝

☎
０
９
０
（
７
１
４
２
）
１
４
９
７

	

安
崎

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

４
月
４
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

５
月
11
日
㈬

	
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-
２
１
６
６

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
21
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

	

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
、
ご
自
身
の

希
望
や
求
人
の
状
況
な
ど
と
合
わ

せ
て
、「
職
業
訓
練
」
で
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
方
法
を
職
員
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。「
自

分
は
ど
ん
な
職
業
訓
練
が
受
け
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い

る
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
訓
練
相

談
窓
口
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
る
人
も

で
き
な
い
人
も
、
公
共
職
業
訓

練
・
求
職
者
支
援
訓
練
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
職
業
訓
練
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
訓
練
相

談
窓
口
を
有
効
活
用
し
て
、
就
職

に
向
け
て
の
能
力
開
発
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
徳
島
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
「
募
集
中
の
訓
練
一

覧
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

徳
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://tokushim
a-roudoukyoku.

jsite.m
hlw.go.jp

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川　

職
業
相

談
部
門	

☎
24-

２
１
６
６

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
（
６
カ
月
）

　

機
械
図
面
の
描
き
方
お
よ
び
２

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ

ス
テ
ム
操
作
を
パ
ソ
コ
ン
で
習
得

し
ま
す
。
ま
た
Ｎ
Ｃ
機
械
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
や
旋
盤
な
ど
を
使
用

し
た
機
械
操
作
、
機
械
加
工
方
法

を
学
び
ま
す
。
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど

の
資
格
試
験
に
挑
戦
す
る
方
も
い

ま
す
。
修
了
生
は
主
に
製
造
業
へ

就
職
し
て
い
ま
す
。

■
住
環
境
計
画
科
（
６
カ
月
）

　

住
宅
の
営
業
職
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
め
ざ
し
、
建
築
関
連
知
識

か
ら
内
装
・
設
備
な
ど
特
に
省
エ

ネ
関
連
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
で
最
適
な
住
空
間
の
提
案

が
で
き
る
こ
と
を
見
据
え
て
学
習

し
ま
す
。
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の

資
格
試
験
に
挑
戦
す
る
方
も
い
ま

す
。

訓
練
期
間

	

５
月
６
日
㈮
～
10
月
28
日
㈮

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

４
月
４
日
㈪

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
）

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、
ほ
か

と
き　

３
月
21
日
㈪
㉁
午
後
１
時

～
４
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
＆

食
と
健
康

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

巡
回
職
業
相
談

募
集
訓
練
科

第
１
８
４
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

職
業
訓
練
を
受
講
し
て

早
期
就
職
を
!!
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地震の心得10カ条　第１条　まず我が身の安全を図る

問
い
合
わ
せ

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
事
務

局
）	

☎
24-

５
２
２
２

と
き　

３
月
13
日
㈰
午
後
１
時

対
戦
相
手　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

と
き　

４
月
３
日
㈰
午
後
２
時

対
戦
相
手　

Ｆ
Ｃ
岐
阜

と
き　

４
月
17
日
㈰
午
後
１
時

対
戦
相
手　

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

会
場

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

	

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

▼
作
品
展

と
き　

３
月
19
日
㈯
～
20
日
㈰
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル
、和
室
、

ロ
ビ
ー

展
示
内
容　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
小

物
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
、
素
敵
な

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
和
裁
、

藍
染
め
、
木
目
込
人
形
、
か
ず
ら

工
芸
、
七
宝
焼
、
編
物
・
手
芸
、

花
で
生
活
を
楽
し
む
、
自
然
の
素

材
を
織
る
、
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ

ア
ー
ト
、
陶
芸
、
楽
し
く
学
び
ま

書
Ⅱ
、
実
用
書
道
、
書
道
入
門
、

ペ
ン
字
、い
け
花
（
未
生
流
笹
岡
、

桑
原
専
慶
流
）、
洋
画
、
現
代
水

墨
画
、
篆て
ん

刻こ
く

、
短
歌
、
絵
手
紙

▼
発
表
会

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル
、和
室
、

ロ
ビ
ー

　
　
　

着
付
け
［
午
前
10
時
～
正
午
、
和

室
］、
民
謡
［
正
午
～
午
後
２
時
、

和
室
］、
大
正
琴
［
午
後
２
時
～

３
時
、
和
室
］、
童
謡
・
唱
歌　

愛
唱
歌［
午
後
２
時
～
２
時
30
分
、

ロ
ビ
ー
］、
さ
く
ら
三
味
線
［
午

後
３
時
～
４
時
15
分
、
和
室
］

　
　
　
　

茶
道
（
裏
千
家
）［
午
前
９
時
～

11
時
、
和
室
］、
日
本
舞
踊
（
音

羽
流
）［
午
後
１
時
～
２
時
30
分
、

和
室
］
オ
カ
リ
ナ
［
午
後
２
時
45

分
～
３
時
30
分
、
和
室
］

　
　
　
　

初
級
・
16
式
太
極
拳
、
32
式
太
極

剣
、
夕
陽
美
太
極
功
夫
扇
［
午
前

９
時
30
分
～
10
時
30
分
、
ホ
ー

ル
］、
民
謡
三
味
線
［
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
、
和
室
］

　
　
　

　

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
で
実
施

し
た
一
年
間
の
活
動
成
果
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
27
日
㈰

	

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

和
室
、
ロ
ビ
ー

▼
作
品
展　

俳
句
、
い
け
花
、
絵

画
、
習
字
、
か
ず
ら
工
芸
、
ね
ん

ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト
な
ど

▼
お
茶
会　

子
ど
も
に
よ
る
お
茶

の
接
待

▼
表
現
会　

特
技
・
楽
器
演
奏
な

ど
に
挑
戦

　
　
　

　
　
　問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

試
験
日
「
第
一
次
試
験
」

	
５
月
29
日
㈰

受
付
期
間　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈮
午
前
９
時
～
13
日
㈬

受
信
有
効

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈮
～
４
日
㈪

試
験
区
分　

◦
矯
正
心
理
専
門
職

◦
法
務
教
官

◦
法
務
教
官
（
社
会
人
）

◦
保
護
観
察
官

受
験
申
込
な
ど
の
照
会
先

①
高
松
矯
正
管
区
職
員
課

〒
７
６
０-

０
０
３
３

高
松
市
丸
の
内
１-

１
高
松
法
務

合
同
庁
舎
内

☎
０
８
７
（
８
２
２
）
４
４
６
９

②
徳
島
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

〒
７
７
０-

０
８
１
６

徳
島
市
助
任
本
町
５-

40

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
５
６
０
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

　
　
　

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

西
側
）

作
業
日
時　

４
月
１
日
㈮

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　
　
　

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

４
月
１
日
㈮

	

午
前
７
時
～
８
時

○
漂
流
物
で
芸
術
作
品
を
作
ろ
う

と
き　

３
月
27
日
㈰

	
午
前
10
時
～
正
午

※
駐
車
場
は
堤
防
・
運
動
場
、
参

加
自
由
、
作
業
服
で
。

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
０
９
０（
９
５
５
３
）９
７
６
０

　

鴨
島
運
動
場
付
近
に
お
い
て
、

年
３
回
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
皆
さ
ん
、

運
動
場
を
一
緒
に
清
掃
し
ま
せ
ん

か
。

と
き　

４
月
23
日
㈯
午
前
７
時
～

７
時
50
分

集
合
場
所　

鴨
島
運
動
場

平
成
28
年
度
法
務
省
専

門
職
員（
人
間
科
学
）採

用
試
験
に
つ
い
て

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

環
境
美
化
活
動
を
一
緒

に
し
ま
せ
ん
か

江
川
湧
水
源
周
辺

平
成
27
年
度
後
期
講
座
修
了

作
品
展
＆
発
表
会

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
ま
つ
り

３
月
19
日
㈯

３
月
20
日
㈰
㈷

３
月
21
日
㈪
㉁

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

吉
野
川
柿
原
堰
南
岸

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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地震の心得10カ条　第２条　すばやく火の始末。あわてず、さわがず、冷静に

い
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
市
内
４
つ
の
集

会
所
合
同
の
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
だ
り
、
ケ
ー
キ
作
り
な
ど

を
し
た
り
、
普
段
は
な
か
な
か
関
わ

る
こ
と
の
で
き
な
い
他
の
集
会
所
の

な
か
ま
と
の
交
流
が
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
会
で
は
、
学
校
の
先
生

や
地
域
の
方
々
、
共
に
学
ぶ
な
か
ま

と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
通
し
て
、
差

別
に
立
ち
向
か
う
強
い
力
を
養
っ
て

い
ま
す
。
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
人
権
の
大
切
さ

や
尊
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　

人
権
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

し
か
し
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

同
和
問
題
や
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢

者
・
障
が
い
者
な
ど
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
課
題
が
存
在
し
ま
す
。

①
人
権
を
大
切
に
し
、
差
別
に
気
づ

き
、
差
別
を
な
く
す
力
を
つ
け
る
こ

と
。

②
人
権
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
国
語
や
算

数
な
ど
の
学
習
を
す
る
こ
と
。

③
な
か
ま
づ
く
り
。

　

川
島
教
育
集
会
所
は
、
こ
の
３
点

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
島
小
学
校
と
川
島
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、そ
れ
ぞ
れ
毎
週
月
・

水
曜
日
、
火
・
金
曜
日
の
放
課
後
に

人
権
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
学
島
小
学
校
の
み
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
日
県
外
研
修
と
し
て	

今
年
度
、
学
島
小
学
校
の
学
習
会
で

は
、
川
島
中
学
校
と
合
同
で
大
阪
へ

県
外
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
戦
争
体

験
の
お
話
を
聞
き
、
ま
た
、
コ
リ
ア

ン
タ
ウ
ン
で
異
文
化
交
流
な
ど
を
行

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

性
だ
っ
た
」
な
ど
と
い
う
ケ
ー
ス

が
横
行
し
て
い
ま
す
。「
ネ
ッ
ト

で
知
り
合
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
人

は
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
が
一
番

危
険
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

た
人
と
は
、
絶
対
に
会
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ネ
ッ
ト
上
に
個
人
情
報
は
載
せ

な
い
！

　

ネ
ッ
ト
上
に
、
個
人
情
報
（
住

所
、
氏
名
、
写
真
、
Ｉ
Ｄ
番
号
な

ど
）
や
他
人
に
見
ら
れ
る
と
困
る

画
像
は
載
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
掲
載
し
た
情
報
が
一
人

歩
き
し
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
情
報
モ
デ
ル
の
向
上
を
図
り
ま

し
ょ
う
！

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
子

ど
も
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

ネ
ッ
ト
上
に
は
個
人
情
報
を
載
せ

な
い
、
悪
口
や
人
を
傷
つ
け
る
こ

と
、
悪
意
の
あ
る
こ
と
は
書
き
込

ま
な
い
な
ど
、
少
年
の
情
報
モ
ラ

ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
　

　
　

　
　

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て

の
時
期
は
、
少
年
た
ち
に
と
っ
て

生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
こ
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
少

年
が
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
年
が
孤
立
し
、
非
行
に
走
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
域
社
会
全

体
で
厳
し
く
も
温
か
い
目
で
見
守

り
ま
し
ょ
う
。
少
年
に
対
し
て
、

身
の
回
り
に
は
常
に
自
分
の
こ
と

を
気
に
掛
け
て
い
る「
大
人
の
目
」

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

★
特
殊
詐
欺
（
振
り
込
め
詐
欺
・

振
り
込
め
類
似
詐
欺
）
の
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
！

　

被
害
が
多
発
し
て
い
る
振
り
込

め
類
似
詐
欺
の
被
害
者
の
う
ち
７

割
以
上
が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

で
す
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
は
、

普
段
か
ら
頻
繁
に
連
絡
し
て
注
意

喚
起
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
自
宅
の
固
定
電
話
は
常
に
留
守

番
電
話
に
し
て
お
く
と
効
果
的
で

す
。

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
や
電
話

に
よ
る
安
易
な
儲
け
話
に
は
興
味

を
示
さ
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

★
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話

を
介
し
た
犯
罪
被
害
か
ら
少
年
を

守
ろ
う

○
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
す
る
。
そ

し
て
解
除
し
な
い
！

　

18
歳
未
満
の
少
年
が
利
用
す
る

携
帯
電
話
な
ど
に
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
設
定
す
る
こ
と
が
「
青

少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備

法
」
で
保
護
者
の
責
務
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
携
帯
電
話
販

売
店
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
・

解
除
の
必
要
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
保

護
者
が
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
で
話
し
合
い
、
我
が
家
の

ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話
な
ど
を
持

た
せ
る
際
は
、家
族
で
話
し
合
い
、

子
ど
も
の
年
齢
や
性
格
な
ど
に
応

じ
た
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
決
め
ら

れ
た
ル
ー
ル
は
家
族
全
員
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
は

絶
対
に
会
わ
な
い
！

　

ネ
ッ
ト
社
会
は
、
な
り
す
ま
し

が
当
た
り
前
の
世
界
で
す
。「
同

い
年
の
女
の
子
だ
と
思
っ
て
メ
ー

ル
を
し
て
い
た
が
、
実
は
成
人
男

非
行
少
年
を
生
ま
な
い
社
会

地
域
社
会
の
絆
の
強
化
を
！

づ
く
り
に
向
け
て
、

人
権
と
ぴ
っ
く
す

川
島
教
育
集
会
所

「
川
島
町
人
権
学
習
会
」

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

県外研修（大阪）に行きました
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★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	
イ
ベ
ン
ト
案
内

▽
鴨
島
公
民
館
元
気
ま
つ
り

と
き　

４
月
３
日
㈰
正
午
～
午
後

３
時

と
こ
ろ　

イ
ベ
ン
ト
広
場
・
体
育

館内
容　

も
の
ま
ね
＆
大
道
芸

シ
ョ
ー
（
ぐ
っ
ち
ゃ
ん
・
む
っ
し
ゅ

み
の
吉
）、
働
く
車
の
試
乗
会
、
吉

野
川
高
校
ヨ
ッ
ピ
ー
ピ
ッ
ピ
ー
焼

き
、
各
種
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
ほ
か

模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

（
当
日
６
０
０
円
）

※
鴨
島
公
民
館
に
て
販
売
中

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会　
　

	

～
愛
の
若
草
物
語
～

と
き　

３
月
26
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
は
じ
め
て
の
写
真　

～
カ
メ
ラ
の
使
い
方
、
撮
り
方
～

と
き　

４
月
11
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

★
ピ
ア
ノ
発
表
会
出
演
者
募
集

～
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

と
き　

５
月
14
日
㈯
午
後
２
時

参
加
費　

無
料

定
員　

20
人
（
年
齢
不
問
）

申
込
締
切　

４
月
15
日
㈮

★
平
成
28
年
度
い
き
い
き
高
齢
者

講
座

▽
元
気
づ
く
り
体
操

第
４
木
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
15

分
／
定
員
50
人

▽
男
性
料
理
教
室

第
１
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
／
20
人

※
４
月
は
第
２
金
曜
日

★
見
学
者
募
集
（
参
加
費
無
料
）

○
善
入
寺
島

と
き　

４
月
22
日
㈮
午
前
９
時
出

発
（
正
午
帰
着
）

定
員　

27
人

○
徳
島
県
庁
・
議
会
室
、
徳
島
県

警
察
本
部
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
四
国
放
送

と
き　

５
月
16
日
㈪
午
前
９
時
出

発
（
午
後
３
時
30
分
帰
着
）

定
員　

27
人

○
伊
方
原
子
力
発
電
所

と
き　

６
月
14
日
㈫
午
前
７
時
出

発
（
午
後
７
時
帰
着
）

定
員　

35
人
（
75
歳
未
満
、
要
身

分
証
明
書
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

地震の心得10カ条　第３条　戸を開けて出口を確保

今
月
の
健
康

  

国
民
病
で
あ
る
肩
こ
り

　

肩
こ
り
と
は
、
僧そ
う

帽ぼ
う

筋き
ん

と
い

う
、
肩
の
関
節
を
広
く
お
お
っ
て

い
る
筋
肉
を
中
心
に
発
症
す
る
こ

と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肩
こ
り
の
要
因
と
し
て
、
運
動
不

足
や
姿
勢
の
悪
さ
な
ど
の
身
体
的

ス
ト
レ
ス
の
ほ
か
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
に
よ
っ
て
も
肩
こ
り
が
お
き

ま
す
。
身
体
的
、
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
が
か
か
る
と
、
脳
が｢

交
感

神
経｣

を
通
じ
て
、
筋
肉
を
緊
張

さ
せ
る
指
令
を
出
し
ま
す
。
す
る

と
、
筋
肉
の
中
を
走
る
血
管
が
圧

迫
さ
れ
、
血
行
が
妨
げ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
筋
肉
へ

の
酸
素
供
給
が
不
足
す
る
と
と

も
に
、
老
廃
物
が
排
出
さ
れ
ず
に

溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
状

態
が
脳
に
伝
わ
り
、
痛
み
や
不
快

感
、
す
な
わ
ち
肩
こ
り
と
し
て
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

解
消
法
と
し
て
、
一
般
的
に
は

筋
肉
の
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
が

有
効
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で

肩
の
周
辺
を
直
接
刺
激
す
る
の
も

よ
い
で
す
が
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
全
身
運
動
を
行
う
こ
と
も
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
号
は｢

い
び
き｣

に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

講　座　名 曜日・時間 人数 講　座　名 曜日・時間 人数
よちよちひろば 金曜日 10:00～11:00 50 パッチワーク 第 2・4 月曜日 13:00～16:00 10

絵本の読み聞かせ 第 2 土曜日 10:30～11:00 30 和紙ちぎり絵 第 2 木曜日 10:00～12:00 10

歴史 水曜日 10:00～11:30 60 料理教室 10:00～12:30 20

菊づくり 月曜日   9:30～11:30 50 木目込人形 14:00～16:00 20

オカリナ 第 2 木曜日 13:30～15:00 30 フラダンス 第 2 金曜日 10:00～11:30 40

童謡唱歌 第 1・3 水曜日 14:00～15:30 30 太極拳 木曜日 10:00～11:30 100

三味線 第 1・3 土曜日   9:30～11:30 20 ダンススポーツ 金曜日 13:30～15:00 40

てのひら手話 第 1・3 木曜日 14:00～15:30 20 歩こう会 第 2・4 水曜日   9:30～11:30 40

やさしい経済 第 2 金曜日 13:30～14:45 60 たのしい民謡 第 1・3 金曜日 15:00～16:30 20

そこがもっと知りたい 月曜日 13:30～14:45 60 小・中学生対象はじめての舞踊 第 1・3 土曜日 13:30～15:00 15

ＦＰから学ぶくらしとお金 第 3 土曜日 10:00～11:30 60 はじめての写真 第 2・4 月曜日 10:00～11:30 15

健康セミナー 15:00～16:00 60 笑いヨガ 第４木曜日 15:00～15:40 30

楽しい介護 第 1 水曜日 13:30～14:45 30 ビーズステッチアクセサリー 土曜日 10:00～12:00 10

古典文学の楽しみ 第 1・3 金曜日 10:00～11:30 20 山野草押し花 第 4 水曜日 13:30～15:30 10

英会話 第 1・3 水曜日 10:00～11:30 16 スポーツ吹矢 第 1・3 木曜日   9:00～11:00 20

鴨島公民館  平成28年度 講座・教室生を募集（３月20日㈰㈷から受付開始）

案内チラシは、鴨島町内の量販店、銀行、郵便局、地区公民館に備え付けています

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り
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地震の心得10カ条　第４条　火が出たらすぐ消火

●問い合わせ　市生涯学習課　☎22-2271
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地震の心得10カ条　第５条　あわてて外に飛び出さない

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

平成28年度 乳幼児健康診査日程平成28年４月～９月

４カ月児健康診査・離乳食講習（前期編）
日　　　程 対　象　児

平成28年 ４月13日（水） 平成27年 12月生まれ
５月18日（水） 平成28年 １月生まれ
６月15日（水） ２月生まれ
７月13日（水） ３月生まれ
８月17日（水） ４月生まれ
９月14日（水） ５月生まれ
受付時間：午後１時30分〜１時50分

離乳食講習時間 午後０時30分〜１時

９カ月児健康診査
日　　　程 対　象　児

平成28年 ４月６日（水） 平成27年 ６月生まれ
５月25日（水） ７月生まれ
６月８日（水） ８月生まれ
７月６日（水） ９月生まれ
８月３日（水） 10月生まれ
９月７日（水） 11月生まれ

受付時間：午後１時〜１時30分

離乳食講習（後期編）
日　　　程 対　象　児

平成28年 ４月22日（金） 平成27年 ８月・９月生まれ
５月27日（金） 10月生まれ
６月24日（金） 11月生まれ
７月29日（金） 12月生まれ
８月26日（金） 平成28年 １月生まれ
９月30日（金） ２月生まれ

講習時間 午前９時40分〜 10時10分

１歳６カ月児健康診査
日　　　程 対　象　児

平成28年 ４月14日（木） 平成26年 ９月生まれ
５月19日（木） 10月生まれ
６月16日（木） 11月生まれ
７月14日（木） 12月生まれ
８月18日（木） 平成27年 １月１日〜１月26日生まれ
９月15日（木） １月27日〜２月28日生まれ
受付時間：午後１時〜１時30分

マタニティ教室
日　　　程 対　象　者

下記の時期に妊娠届をした方 内　　　容
平成28年６月３日（金） 平成27年12月中旬〜平成28年4月中旬 ◦生まれてくる子どもの生きる力を

育てるために知ってもらいたいこと
◦赤ちゃんの育ちを支えるお母さん
の身体の変化
◦妊娠中に必要なお母さんの栄養

９月11日（日） ４月中旬〜８月中旬
時間：午前９時〜 11時30分

股関節脱臼検診
日　　　程 対　象　児

平成28年 ５月12日（木） 平成28年 １月20日〜 3月11日生まれ
７月21日（木） ３月12日〜５月20日生まれ
９月29日（木） ５月21日〜７月28日生まれ

受付時間：午後１時45分〜２時

３歳児健康診査
日　　　程 対　象　児

平成28年 ４月７日（木） 平成24年 10月生まれ
５月26日（木） 11月生まれ
６月９日（木） 12月生まれ
７月７日（木） 平成25年 １月生まれ
８月４日（木） ２月１日〜２月22日生まれ
９月８日（木） ２月23日〜３月24日生まれ

受付時間：午後０時50分〜１時20分

妊婦一般健康診査（医療機関委託）
　妊娠届け出時に、県内委託医療機関において健
診が受けられる受診票を14枚交付します。

乳児一般健康診査（医療機関委託）
　１歳の誕生日までに、県内委託医療機関におい
て無料で健診が受けられる受診票を２枚交付しま
す。赤ちゃんが生まれたら健康推進課（本館１
階）もしくは、各支所（川島・山川・美郷）にて
申請をしてください。
●受診の望ましい時期　①生後１カ月
　　　　　　　　　　　②生後６～７カ月
妊婦及び乳児一般健康診査費の助成(特例)

　里帰り出産などの理由により、県内の委託医療
機関以外で受診した場合は、吉野川市が負担する
額を上限として健診費用を助成します。
　詳細はお問い合わせください。

フッ素塗布事業
（市内歯科医療機関委託）
　１歳６カ月児健診対象の
お子さんに歯の健康を守る
ため実施しています。個人
通知しますのでぜひ受診し
てください。

のびのび相談
（予約制）

　お子さんの言葉や行動な
どについて気になることが
あれば個別相談を実施して
いますので、お気軽にご連
絡ください。

○平成28年４月から９月までの母子保健事業の予定です。
○都合により日程などが変更になることがあります。　　
　その際には、ホームページなどでご案内します。
○各健診の実施場所は、吉野川市役所です。
○表記の母子保健事業については無料です。
○健診・各種教室の対象の方には個人通知します。
　なお、対象時期が近づいても通知が届かない場合はお問

い合わせください。
○予防接種は個別接種になっています。詳しくは、市ホー

ムページをご覧いただくか、健康推進課（本館１階）へ
お問い合わせください。

徳島県外での子どもの予防接種費用助成について
　里帰り出産などの理由により、県外の市町村に保護者とともに
里帰りしているお子さんの定期予防接種について、予防接種費用
を吉野川市で定める範囲内で助成しています。
詳細はお問い合わせください。

電話相談・乳幼児相談
　保健師や管理栄養士が各種相
談をお受けします。お気軽にご
相談ください。
●育児に関すること
●離乳食に関すること
●子どもの発育発達について
●予防接種について　など

新生児･乳児訪問
(こんにちは赤ちゃん事業)
　赤ちゃんが生まれたら
保健師がお宅にお伺いし
て、育児・授乳のこと、産
後の身体に関する相談・
援助を実施します。
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地震の心得10カ条　第６条　門や塀に近寄らない

５月下旬に、個人が年間に受けることができる『受診券つづり』を個別に郵送します。
有効期間は、５月１日～平成29年２月末までとなっています。

●受診券つづり郵送対象者は、20歳～74歳の女性および40～74歳の男性です。
　※20歳から39歳男性はヤング健診のみ受診できます。希望される方は健康推進課にお申し込みください。
　※75歳以上（昭和17年３月31日生まれ以前）の方は「受診券つづり」を送付しませんので、検診を希望される方は健康
　　推進課にお申し込みください。
　※健康保険の種別に関係なく、対象年齢の方は健診（検診）を受けることができます。
　　　職場などでがん検診を受ける機会がない方は、市が実施する検診を受けることができます。詳細は健康推進課（本館
　　　１階）へお問い合わせください。
●検診の種類
　　集団検診･･･吉野川市内の公民館などで検診バスにて検診を実施します。
　　個別検診･･･医療機関で検診を実施します（医療機関名は広報よしのがわ５月号に掲載します）。
●申込・受診方法

　　集団検診･･･集団検診実施日の２週間前までに健康推進課にお申し込みください。
　　　　　　　　　胃がん・乳がん・腹部エコー検診は定員になりしだい締め切らせていただきますので、早めにお申し込
　　　　　　　　　みください。
　　個別検診･･･医療機関に事前予約し、受診券と身分証明ができるもの（保険証など）を持って受診してください。

ただし、乳がん検診を受ける方は、問診票を送付しますので、事前に健康推進課へお申し込みください。

平成２８年度

がん検診等検（健）診受診券つづり

※今年度、あなたが受診できる検診について

　は、受診券にお名前が印字されています。

※この受診券は、市が実施する検診を受ける

　際に必要ですから大切に保管してください。

検診により実施期間や実施場所が違いま

すので、 内容をご確認のうえ検診計画を

たてましょう。

検診の日程

検診の種類

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月～ 2月
１日 25日 27日 11日 22日 ２日 ８日 27日 28日 14日 25日 26日 23日
水 土 月 月 金 火 月 土 水 金 火 水 水

実施地区 山川 鴨島 川島 山川 鴨島 美郷 川島 鴨島 鴨島 川島 山川 鴨島 鴨島

集団検診
（公民館等
で実施）

胃がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大腸がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
乳がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

腹部エコー検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
肝炎ウイルス検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○
前立腺がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○
骨粗しょう症検診 ○ ○
肺がん検診 ○

個別検診
（医療機関
で実施）

子宮がん検診 広域医療機関で個別検診を５月から２月末まで実施予定乳がん検診
肝炎ウイルス検査

市内医療機関で個別検診を５月から２月末まで実施予定
前立腺がん検診
大腸がん検診
ヤング健診
健康診査
歯周疾患検診 市内歯科医療機関で個別検診を５月から２月末まで実施予定

巡回検診 肺がん検診

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

平成28年度　がん検診のご案内

 がん検診等検（健）診受診券つづりをご活用ください! 

　平成28年度のがん検診は、次の日程で実施します。がん検診は、健康保険の種別にかかわらず、吉野
川市民で対象の方は受けることができます。５月末頃、検診対象者に『受診券つづり』をお送りします
ので計画を立てて検診を受けましょう。

平成28年度　がん検診年間実施スケジュール
○・・実施あり

市内巡回検診予定（８月下旬～ 10月）

都合により、スケジュールや内容を変更する場合があります。
6月～ 7月の集団検診やその他の検（健）診について、広報よしのがわ４月号で詳細をお知らせします。
※特定健診と同じ日に実施することがあります。特定健診の健診日については、広報よしのがわ４月号をご覧ください。

集団検診・個別検診の申し込みは、４月１日（金）から受付開始します
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地震の心得10カ条　第７条　協力し合って応急救護

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265

　介護予防サポーター育成講座は、受講後に地域の介護予防活動の中心となるボランティアにな
るための講座です。３日間の研修時の様子をご紹介します。

　介護予防サポーターの皆さんには、地域での介護予防活動にご協力いただいています。次年度のリ
ハビリ教室、介護予防教室などの活動を一緒に行っていきます。みなさんのご参加をお待ちしています。

　高齢化が進む中、市民の皆さん一人一人の
介護予防・健康づくりが大切です。自分ので
きる活動をひとつひとつ積み重ねることが、
地域の介護予防活動には必要なことです。

　『介護予防の必要性』、『高齢者のからだの特徴』
について講義を受け、高齢者の疑似体験をした後、
理学療法士より『貯筋体操・ストレッチ体操』を
教わりました。

　理学療法士による『ボール・タオル・チューブ
を使っての介護予防体操』、作業療法士から、認
知症予防のための『遊びリテーションを含む予防
方法』を学びました。

《疑似体験の様子》
目にすりガラス状のゴーグルをつけ、手袋をはき、
手足に重りをつけた状態で小豆を箸でつまむとい
う作業をしました。

【３回目：11月】

【１回目：９月】 【２回目：10月】

《グループワークの様子》 《閉 講 式》

介護予防サポーター育成
講座を開催しました!!

平成27年度
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吉野川市 子育て支援施設 ４月の行事予定
【マークの説明】	 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
	 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場　所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）

鴨島町鴨島380番地
（認定こども園めぐみ
幼稚園めぐみ保育園内）

鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 25-6616 38-9117
24-2435 24-2379 22-2277 25-4985 42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 ９時～17時 ９時～15時 10時～18時（月～金）
13時～18時（土曜日） ９時30分～18時 10時～18時（月～金）

13時～18時（土曜日）
10時～18時（月～金）
13時～17時30分（土曜日）

1 金 Ｄ親子 自由遊び D親子 自由遊び P児 児童館
びらき Ａ★親子 ぴよぴよ広場 D 自由遊び D 自由遊び

2 土 Ａ親子 寒川伊佐男先
生の育児講座 P 自由遊び Ｄ★児 お別れ遠足

とお花見会 D 自由遊び P 自由遊び

3 日

4 月 Ａ親子 子育て何で
も相談 D親子 自由遊び A親子

P児
児童館びらき
日舞クラブ Ｄ 自由遊び P児 お花見 D 自由遊び

5 火 Ｄ親子 自由遊び A親子 子育て相談 A親子 お花見へ
行こう！

Ａ★親子
Ａ親子
Ｐ★児

クッキング
ほっとティーブレイク
クッキング

P児 プラバン D 自由遊び

6 水 Ｄ親子 自由遊び A親子
2歳児

コアラ
ルーム

A親子
P児

天然石イヤリング作り
紙芝居の日

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 P親子・児たこ焼きパーティー P児 工作遊び

7 木 Ａ★親 天使の羽チャーム
ネックレスづくり

A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム A親子 楽しく交流会Ａ★親子Ｐ★児

リズム体操
書道教室 D 自由遊び D 自由遊び

8 金 Ｄ親子 自由遊び A親子 のんびり
ティータイム D 自由遊び Ｐ★児 茶道教室 D 自由遊び D 手芸の日

9 土 Ａ★親子 木の実（春）アート P 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 自由遊び

10 日

11 月 Ａ親子 ゆき子おばちゃ
んとあそぼう D親子 自由遊び A親子 リズム

あそび Ｐ★児 絵画教室 D 自由遊び D 自由遊び

12 火 A親子 絵本の読み
聞かせ A親子 子育て相談 P児 絵画教室 Ａ★親子

Ａ親子
みんなで楽しくリトミック
ほっとティーブレイク D 自由遊び A親・子 たんぽぽ

カフェ

13 水 Ｄ親子 身体測定 A親子
2歳児

コアラ
ルーム

A親子
P児

紙芝居の日
進級お祝い会

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

14 木 Ｄ親子 自由遊び A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

A親子
P児

楽しい工作あそび
防災について学ぼう Ｐ★児 硬筆教室 P児 おやつ作り P児 おやつ作り

15 金 Ｄ★親子 春のバス遠足 D親子 自由遊び P児 クッキング
タイム Ｄ 自由遊び P親子･児 茶道 A★乳・幼 べビーマッサージ

16 土 Ｄ親子 自由遊び P 自由遊び Ａ★親子
Ｐ★児 お誕生会 D 自由遊び P 自由遊び

17 日

18 月 Ａ親子 こどものため
の食育サロン D親子 自由遊び A親子

P児
ハンドメイド教室
日舞クラブ Ｄ 自由遊び D 自由遊び P★児 絵画教室

19 火 Ａ★親子 ピラティス体験会 A★親子 ファースト
サイン P児 空手教室 Ａ親子 ほっとティー

ブレイク P児 プチ生け花 A親・子 たんぽぽ
カフェ

20 水 Ｄ親子 身体測定 A親子
2歳児

コアラ
ルーム

A親子
P児

助産師による産後身体
メンテナンス教室
こいのぼりを作ろう

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

21 木 Ａ★親子 赤ちゃんヨガ＆
マッサージ

A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム A児 ティータイム

＆クッキング Ｐ★児 書道教室 A親子
P児

4月･5月生ま
れの誕生会 P幼児 ダルクローズ

リトミック

22 金 Ａ★親子 誕生会写真撮影 A親子 たのしい
クッキング

A親子
P児

こいのぼりをつくろう
生け花教室 Ｐ★児 お楽しみ会 D 自由遊び D

P児
手芸の日
英語教室

23 土 Ｄ親子 自由遊び D 春のバス
遠足 Ｄ 自由遊び P児 愛館日 P 自由遊び

24 日

25 月 Ａ親子 育児相談 D親子 自由遊び P児 作って
みよう♪ Ｐ★児 絵画教室 A親子 絵本の読み聞

かせ･運動遊び P児
やさかあそべぇ
（運動遊び）

26 火 Ａ親子 リトリト・リト
ミック A親子 子育て相談

身体測定 P児 絵画教室 Ａ親子 ほっとティー
ブレイク D 自由遊び A親子

P児
こいのぼり
製作

27 水 Ｄ親子 自由遊び A親子
2歳児

コアラ
ルーム A親子 防災について

学ぼう
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 絵本の日

28 木 Ａ★親子 こいのぼり作り
A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

A親子
P児

絵本の読み聞かせ
茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 A親子

P児 工作 P児 おやつ作り

29 金 昭和の日

30 土 D親子 自由遊び P 自由遊び Ａ★親子
Ｐ★児

製作を
楽しもう！ D 自由遊び D 自由遊び

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。	※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

地震の心得10カ条　第８条　山崩れ、がけ崩れ、津波に注意25



地震の心得10カ条　第９条　避難は徒歩で、持ち物は最小限に

４月の介護予防教室

４月のリハビリ教室

３月 ４月 医　院　名 電話番号
9 16 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
10 15 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
11 12 知恵島皮膚科診療所 36-9012
12 13 さ く ら 診 療 所 42-5520
⑬ 7 富 本 医 院 42-3123
14 21 糸田川クリニック 24-7555
15 22 石 原 小 児 科 24-2388
16 23 和田耳鼻咽喉科 24-2566
17 20 梶本胃腸科内科 24-2413
18 25 古本内科クリニック 24-7377
19 26 美 摩 病 院 24-2957
⑳ 大 内 整 形 外 科 24-3058
� 工 藤 内 科 医 院 42-3113
22 27 渡 辺 医 院 24-7177
23 28 四 宮 医 院 25-2016
24 30 糸 田 川 眼 科 24-2531

３月 ４月 医　院　名 電話番号
25 鈴木内科（敷地） 24-5880
26 杉 山 医 院 25-2802
� 高橋皮膚科クリニック 24-5122
28 矢 田 医 院 25-2006
29 木村内科胃腸科 24-6413
30 谷 医 院 42-2353
31 松 永 医 院 42-2110

1 阿 部 整 形 外 科 24-4880
2 鈴木内科（喜来） 24-3413
③ 井 内 内 科 24-3070
4 岸 整 形 外 科 25-3133
5 鴨 島 病 院 24-6565
6 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
8 石原内科循環器科 24-2536
9 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
⑩ 杏 和 医 院 22-0333

３月 ４月 医　院　名 電話番号
11 森 住 内 科 医 院 22-3010
14 麻名内科外科クリニック 26-0020
⑰ 中西内科クリニック 42-6755
18 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
19 よしのがわ往診診療所 36-1850
� 鴨島耳鼻咽喉科 24-8070
� いぬい産科婦人科クリニック 22-1230

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26–2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

☆平日／18時～22時		☆休日／9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
	（☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

３月・４月
夜間・休日在宅当番医表

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

5 火 9:00～10:30 川島公民館神後分館 川 島

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 瀬詰老人会館 山 川 介 護 予 防 体 操

6 水 9:00～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 上浦地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

7 木 9:00～10:30 川島公民館敷地分館 川 島

11 月
9:00～10:30 森藤集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:00～14:30 立石公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話

12 火 9:00～10:30 川島公民館学西分館 川 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 牛島集会所 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

13 水 13:00～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 口腔（こうくう）ケア
15 金 13:00～14:30 飯尾会館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
18 月 9:00～10:30 山瀬地区公民館 山 川 楽 し い 脳 体 操
19 火 13:00～14:30 湯立会館 山 川 栄 養 の お 話
20 水 9:00～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 介 護 予 防 体 操
21 木 9:00～10:30 こだま会館 川 島 介 護 予 防 体 操

22 金 9:00～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
13:00～14:30 上谷集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

25 月 9:00～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 栄 養 の お 話

26 火 9:00～10:30 三山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操
9:00～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア

27 水 13:00～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
28 木 9:00～10:30 東児島老人憩の家 川 島 介 護 予 防 体 操

４
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 金 10:00～12:00 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島

・血圧測定
・体力測定（握力・２ステップ）
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

7 木 13:00～15:00 鍛治屋敷公会堂 川 島
8 金 9:00～11:00 忌部農業構造改善センター 山 川

15 金 9:30～11:30 上浦地区公民館 鴨 島
21 木 13:00～15:00 森藤集会所 鴨 島
27 水 9:30～11:30 こだま会館 川 島
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連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

 

☎
25-

６
６
２
０

 

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.tcu.or.jp/ikuseicenter/

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
解
放
者
」	

大
沢
在
昌　

著

「
斬
死
の
系
譜
」	

渡
辺
裕
之　

著

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」	

湊
か
な
え　

著

「
ア
レ
ス
」	

神
永
学　

著

「
禁
断
の
ス
カ
ル
ペ
ル
」

	

久
間
十
義　

著

「
ク
ズ
リ
」	

柴
田
哲
孝　

著

「
大
川
契
り
」	

西
條
奈
加　

著

「
地
に
巣
く
う
」

	

あ
さ
の
あ
つ
こ　

著

「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
最
期
」

	

上
野
千
鶴
子　

著

「
片
づ
け
ら
れ
る
子
の
育
つ
家
」

	

古
堅
純
子　

著

「
妻
が
抱
え
る
「
夫
ス
ト
レ
ス
」

	

石
原
加
受
子　

著

【
児
童
書
】

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト
」

	
講
談
社　

著

「
い
え
の
お
ば
け
ず
か
ん
」

	

斉
藤
洋　

著

「
し
ゅ
る
し
ゅ
る
ぱ
ん
」

	

お
お
ぎ
や
な
ぎ
ち
か　

著

「
ぼ
く
が
弟
に
し
た
こ
と
」

	

岩
瀬
成
子　

著

　
　

　
　◆

開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
３
月
、
４
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
３
月
31
日
㈭
、４
月
28
日
㈭
）

◆
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
」

と
き　

３
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
５
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館

※
入
場
無
料

※
お
み
や
げ
有
り
（
午
前
10
時
か

ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
、
午

前
10
時
35
分
か
ら
の
お
は
な
し
会

両
方
に
参
加
の
方
の
み
）

◆
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し
会

と
き　

３
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館

　
　
　

　
　
　

　
　
　

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
３
月
、
４
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
度
末
図
書
整

理
日（
３
月
17
日
㈭
～
21
日
㈪
㉁
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本
の

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
３
月
、
４
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
年
間
蔵
書
点
検

（
３
月
２
日
㈬
～
11
日
㈮
）、
月
末

図
書
整
理
日
（
３
月
31
日
㈭
、
４

月
28
日
㈭
）

◆
お
は
な
し
会

３
月
12
日
㈯
、
４
月
９
日
㈯

午
後
１
時
30
分
か
ら（
約
30
分
間
）

／
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

３
月
19
日
㈯
（
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ

ペ
）、
４
月
２
日
㈯
（
ふ
し
ぎ
の

国
の
ア
リ
ス
）、４
月
16
日
㈯
（
ト

ム
と
ジ
ェ
リ
ー
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
」

と
き　

3
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時
35
分

と
こ
ろ
山
川
図
書
館

※
入
場
無
料

※
お
み
や
げ
有
り
（
午
前
10
時
か

ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
、
午

前
11
時
５
分
か
ら
の
お
は
な
し
会

両
方
に
参
加
の
方
の
み
）

　
　
　

　

桜
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
、
吹
い

て
く
る
風
に
も
春
の
き
ざ
し
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
園
・
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
園

児
・
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
大
切
に

し
、
夢
や
目
標
を
も
っ
て
新
し
い

道
へ
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

○
進
級
・
進
学
に
備
え
て
、
目
標

を
た
て
ま
し
ょ
う
。

○
早
寝
・
早
起
き
を
し
て
、
規
則

正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

○
目
標
を
決
め
て
、
自
主
的
に
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
約
束
や
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
守

　

先
日
、
吉
野
川
市
民
・
高
齢
者
交

流
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
表
紙
写
真
）

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
真
冬

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は
熱
気
に

満
ち
て
お
り
、
カ
メ
ラ
を
持
つ
手
に

も
自
然
と
力
が
入
り
ま
し
た
。
真
剣

な
ま
な
ざ
し
や
、
歓
喜
の
表
情
な
ど
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
た
く
さ
ん
の
笑

顔
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
１
年
で
撮
影
を
通
じ

て
、
こ
ど
も
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
出
会

い
が
あ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
撮

影
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
編
）

編
集
後
記

地震の心得10カ条　第10条　正しい情報を聞く

図
書
だ
よ
り

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

春
休
み
の
生
活
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
補
導

パ
ン
ジ
ー
と
ぼ
く
た
ち

牛
島
小
学
校　

松
崎　

誠
也

パ
ン
ジ
ー　

き
み
た
ち
に
は

い
ろ
い
ろ
な
色
が
あ
っ
て
き
れ
い
だ

き
み
た
ち
に
い
ろ
ん
な
色
が
あ
る
よ
う
に

ぼ
く
た
ち
人
間
に
も

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
や
せ
い
か
く
が
あ
る

見
た
目
は
ち
が
う
け
ど

そ
ん
な
と
こ
ろ
は
い
っ
し
ょ
だ
ね

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
10
号
」よ
り
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

2016年（
平

成
28年

）3月
号

通
巻

138号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
3
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